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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文字や記号が入力される文字入力部と、
　前記文字入力部から入力された文字や記号を画面上に表示する表示部と、
　前記文字入力部から入力されたデータや文字入力に関する情報やデータを保存する保存
部と、
　前記文字入力部、表示部及び保存部を制御する制御部と、を含む文字入力装置において
、
　前記文字入力部は、少なくとも言語入力部、その他入力部及び補助入力部のいずれか１
つを有し、
　前記言語入力部は、複数の文字グループ領域に分割され、
　前記文字グループ領域は、それぞれ文字や記号に対応する１つ以上の個別文字領域に分
割され、前記言語入力部に表出された各言語の文字を入力することができ、
　前記各個別文字領域は、文字入力中心を持っており、
　前記制御部は、押されたりタッチされた地点からの距離が最も近い個別文字領域に対応
する文字を入力し、又は、前記複数の文字グループ領域の１つに含まれる２つ以上の個別
文字領域が押されたりタッチされた場合、当該押されたりタッチされた個別領域のうちよ
り面積が広い個別領域に対応する文字を入力すると共に、
　前記制御部は、前記複数の文字グループ領域の１つに含まれる前記２つ以上の個別文字
領域が押されたりタッチされた場合、前記２つ以上の個別文字領域のうち、前記押された
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りタッチされた地点からの距離がより近い文字入力中心を有する、前記最も近い個別文字
領域を検出する、あるいは、
　前記制御部は、前記複数の文字グループ領域の１つに含まれる前記２つ以上の個別文字
領域が押されたりタッチされた場合、前記２つ以上の個別文字領域のうち、より広い領域
が押されたりタッチされた前記個別文字領域を検出することを特徴とする文字入力装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記文字グループ領域はｍ×ｎ（ｍ、ｎは自然数）行列に配列され
ていることを特徴とする文字入力装置。
【請求項３】
　請求項１において、前記言語入力部には、文字がアルファベット順または子音と母音の
順序に沿って順次に配列されており、直観的に文字を入力できることを特徴とする文字入
力装置。
【請求項４】
　請求項３において、前記順次に配列されているということは、前記文字グループ領域を
考慮せず、文字が左から右に行単位で配列されていることを特徴とする文字入力装置。
【請求項５】
　請求項３において、 前記順次に配列されているということは、先ず１つの文字グルー
プの領域内で文字を左から右に配列してから、他の文字グループの領域内で文字を左から
右に配列していくことを特徴とする文字入力装置。
【請求項６】
　請求項１において、前記個別文字領域同士が接し合う領域には、中央個別文字領域が形
成され、前記中央個別文字領域を順番に押すと隣接した個別文字領域の文字の組み合わせ
によって作られる単語が表示部または補助入力部に並べられ、それらの単語から選択して
入力することができたり、中央個別文字領域の機能が数字、文字、記号またはユーザー定
義ファンクションキーによって実行されることを特徴とする文字入力装置。
【請求項７】
　請求項６において、各個別文字領域にある文字を押すと、前記文字の組み合わせによっ
て作られる単語が表示部または補助入力部に並べられ、それらの単語から選択して入力し
たり、前記中央個別文字領域を順番に押すと隣接した個別文字領域の文字の組み合わせに
よって作られる単語が表示部または補助入力部に並べられ、それらの単語から選択して入
力することができたり、各個別文字領域からの文字入力と中央個別文字領域からの文字入
力を並行して入力できることを特徴とする文字入力装置。
【請求項８】
　請求項１において、前記文字グループ領域には統合ファンクションキーが含まれ、前記
統合ファンクションキーを押すと文字、記号、図形、絵、写真、動画、絵文字、顔文字、
スタンプ、音声ファイル、オーディオファイル、連絡先、メモ、常套句、またはユーザー
が作成したデータのデータ画面が表出され、そこから選択して入力することができ、ユー
ザー定義のデータを登録または削除することのできることを特徴とする文字入力装置。
【請求項９】
　請求項１において、前記文字入力部は大文字・小文字転換キーを含み、文字や単語を入
力してから前記大文字・小文字転換キーを押すと空白が入力された後の文字や単語が大文
字や小文字に変換されたり、変換範囲を選択してから大文字・小文字変換キーを押すと選
択した変換範囲内の文字や単語が変換されたり、または、文字を入力してから大文字・小
文字変換キーを繰り返し打つと、カーソルの前の文字や単語全体が変換されることを特徴
とする文字入力装置。
【請求項１０】
　請求項１において、前記文字入力部には、始め括弧と終わり括弧の入力に関する機能を
統合した統合括弧キーを含み、前記統合括弧キーを１回押すと始め括弧が入力され、前記
統合括弧キーを再び１回押すと対称を成す終わり括弧が入力されることを特徴とする文字
入力装置。
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【請求項１１】
　請求項１０において、始め括弧を連続して入力するときには前記統合括弧キーを繰り返
し打つ操作で入力して、その後前記統合括弧キーを１回ずつ押すと、前記始め括弧に相応
する終わり括弧が逆順に入力されることを特徴とする文字入力装置。
【請求項１２】
　請求項１０において、前記統合括弧キーを１回押したりまたは長押しすると多様な括弧
記号が並べられた括弧記号画面が表示され、前記括弧記号画面から括弧記号を選択すると
始め括弧が順次に入力されたり、始め括弧を連続して入力するときには括弧記号を繰り返
し打つ操作で入力して、その後前記統合括弧キーを１回ずつ押すと、前記始め括弧に相応
する終わり括弧が逆順に入力され、前記括弧記号画面を任意の方向にスワイプすると他の
記号画面に変換されることを特徴とする文字入力装置。
【請求項１３】
　請求項１において、前記その他入力部は前記言語入力部の任意の方向に配置され、前記
その他入力部には数字、記号、特殊文字、絵文字、顔文字、スタンプ、ファンクションキ
ー、設定キー、編集キーを含む文字入力に必要なデータ及びユーザーデータを登録するこ
とができ、前記その他入力部を任意の方向にスワイプすれば他のその他入力部に変換され
ることができることを特徴とする文字入力装置。
【請求項１４】
　請求項１において、言語入力部またはその他入力部から文字または数字を入力すると、
入力された文字または数字と関連する絵文字、顔文字、スタンプ、アイコン、記号、演算
記号が前記補助入力部に表出され、そこから選択して入力することができ、補助入力部を
任意の方向にスワイプすると他のデータが表出されることを特徴とする文字入力装置。
【請求項１５】
　請求項１において、複数の言語を入力できるように前記言語入力部を複数配置して、複
数の言語を同時に入力できるようにすることを特徴とする文字入力装置。
【請求項１６】
　請求項１５において、２つの言語入力部と１つ以上のその他入力部を配置して２か国語
を同時に入力したり、４つの言語入力部と２つ以上のその他入力部を配置して４か国語を
同時に入力することができることを特徴とする文字入力装置。
【請求項１７】
　請求項１５において、前記文字入力部に入力された文字を他の言語に翻訳して残りの言
語入力部の各表示部に表出する翻訳キーをさらに含むことを特徴とする文字入力装置。
【請求項１８】
　請求項１５において、複数の言語入力部をそれぞれ縮小されたアイコンに変換して周辺
領域に配置しておき、これらを選択すると、拡大されて先に入力された言語が翻訳され表
出されることを特徴とする文字入力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は文字入力装置に関し、より詳しくは、文字入力部を１つ以上の文字グループ領
域と個別文字領域に分割して各言語の文字を順次に配置して直観的かつ効率よく入力でき
る文字入力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在文字入力装置として世界的にＱＷＥＲＴＹキーボードが主に使われているＱＷＥＲ
ＴＹキーボードを利用した文字入力方法は、文字の配列に規則性がないため、文字の位置
を直観的に探すことが難しく、文字の配列を覚えるまで時間が長くかかる。また、文字を
限られた空間に配列する方式の特徴により、上下左右の隣接した文字に間違って触れる場
合が多く、打ち間違いが頻繁に発生し入力速度が低下する。
【０００３】
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　他の文字入力方法は１つの文字が占める領域を広げるために１つの文字ボタンに多数の
文字を割り振ることもある。この場合、１つの文字を入力するために前述の文字ボタンを
繰り返し打ったり長押し、スワイプ、押した後スワイプ等をしたり、変換キーまたはファ
ンクションキーを押す手間が掛かる。これは当該言語を構成する文字を文字入力部上に全
て配置しすぐに押す方法に比べ入力回数が増え、指の動きが多くなり入力時間が長くなる
ため入力効率が悪い。
【０００４】
　このため打ち間違いを減らし入力速度を高めるための新しい入力方式のユーザーインタ
ーフェースが求められている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述の問題点を解決するために本発明は各言語別に打ち間違いすることなく入力回数が
少なくて済み迅速かつ正確に文字を入力する装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述の技術的課題を解決するための本発明に基づく文字入力装置は、文字や記号が入力
される文字入力部（１０）；前述の文字入力部から入力された文字や記号を画面上に表示
する表示部（２０）；前述の文字入力部から入力されたデータや文字入力に関する情報や
データを保存する保存部（４０）及び前述の文字入力部、表示部及び保存部を制御する制
御部（３０）を含み、前述の文字入力部はｍｘｎ（ｍ、ｎは自然数）行列で文字グループ
領域（２００）に分割され言語入力部（１１）、その他入力部（１２）及び補助入力部（
１３）を形成し、前述の文字グループ領域は文字や記号が配置された１つ以上の個別文字
領域（２１０）に分割され、各言語の文字を前述の言語入力部に全て表出して、繰り返し
打ったり長押し、スワイプ、押した後スワイプ等をすることなくキーを一回操作すること
で入力できることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明は文字グループ領域と個別文字領域に分けて配置することで効率のいい空間的配
置や運営によって隣接する文字と干渉し合うことを最小化する。
【０００８】
　文字入力装置に当該言語別に文字を順次に配置することでユーザーが文字の位置を直観
的に認知しやすくし打ち間違いすることなく入力回数が少なくて済み迅速かつ正確に文字
を入力できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施例に基づく文字入力装置の構成図である。
【図２ａ】本発明の一実施例に基づく文字入力部と表示部を示す図面である。
【図２ｂ】本発明の一実施例に基づく文字グループ領域、個別文字領域、文字入力中心を
示す図面である。
【図２ｃ】本発明の一実施例に基づく文字グループ領域の個別文字領域に文字を配置した
例を示す図面である。
【図２ｄ】本発明の一実施例に基づく文字グループ領域の個別文字領域に文字を配置した
例を示す図面である。
【図３ａ】本発明の一実施例に基づく個別文字領域と文字入力中心を示す図面である。
【図３ｂ】本発明の一実施例に基づく個別文字領域と文字入力中心を示す図面である。
【図４】本発明の一実施例に基づき文字を入力する過程を示すフローチャートである。
【図５】本発明の一実施例に基づきピリオドとコンマを変形して配置した例を示す図面で
ある。
【図６】本発明の一実施例に基づき文字グループ領域を変換する例を示す図面である。
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【図７】本発明の一実施例に基づき文字入力部にある文字を変更する過程を示すフローチ
ャートである。
【図８】本発明の一実施例に基づきその他入力部が配置された例を示す図面である。
【図９】本発明の一実施例に基づき言語入力部とその他入力部を配置した例を示す図面で
ある。
【図１０】本発明の一実施例に基づきその他入力部を他のその他入力部に変換する例を示
す図面である。
【図１１】同じ面積に配置された本発明の一実施例に基づく英語文字入力部と既存の英語
ＱＷＥＲＴＹ文字入力部で１文字が占める面積を比べた図面である。
【図１２ａ】本発明の具体的な実施例に基づく各国の文字入力部を示す図面である。
【図１２ｂ】本発明の具体的な実施例に基づく各国の文字入力部を示す図面である。
【図１２ｃ】本発明の具体的な実施例に基づく各国の文字入力部を示す図面である。
【図１２ｄ】本発明の具体的な実施例に基づく各国の文字入力部を示す図面である。
【図１２ｅ】本発明の具体的な実施例に基づく各国の文字入力部を示す図面である。
【図１３】本発明の一実施例に基づく統合ファンクションキーを示す図面である。
【図１４】本発明の一実施例に基づく統合ファンクションキーで新規データを登録する過
程を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の一実施例に基づく大文字・小文字変換キーを示す図面である。
【図１６ａ】本発明の一実施例に基づき各数字を０．２秒以上押して数字データ画面が現
れる例を示す図面である。
【図１６ｂ】本発明の一実施例に基づき各数字を０．２秒以上押して数字データ画面が現
れる例を示す図面である。
【図１６ｃ】本発明の一実施例に基づき各数字を０．２秒以上押して数字データ画面が現
れる例を示す図面である。
【図１６ｄ】本発明の一実施例に基づき各数字を０．２秒以上押して数字データ画面が現
れる例を示す図面である。
【図１６ｅ】本発明の一実施例に基づき各数字を０．２秒以上押して数字データ画面が現
れる例を示す図面である。
【図１７ａ】本発明の一実施例に基づき統合括弧キーを押して括弧記号画面が表出された
例を示す図面である。
【図１７ｂ】本発明の一実施例に基づき括弧記号画面を他の記号画面に変換する例を示す
図面である。
【図１７ｃ】本発明の一実施例に基づき統合括弧キーを押して括弧記号を入力する方法を
示す図面である。
【図１７ｄ】本発明の一実施例に基づき括弧記号画面で括弧記号を入力する方法を示す図
面である。
【図１８】本発明の一実施例に基づき統合括弧キーで多様な括弧記号を入力する方法を示
す図面である。
【図１９】本発明の一実施例に基づき統合括弧キーで多様な括弧記号を連続して入力する
方法を示す図面である。
【図２０】本発明の一実施例に基づき補助入力部にデータを表示する例を示す図面である
。
【図２１】本発明の一実施例に基づき補助入力部に演算記号が表示されていることを示す
図面である。
【図２２】本発明の一実施例に基づく中国語バージョン文字入力部の例を示す図面である
。
【図２３ａ】本発明の一実施例に基づく中国語バージョン１文字入力部で中国語とローマ
字を使用する言語を同時に入力できる例を示す図面である。
【図２３ｂ】本発明の一実施例に基づく中国語バージョン１文字入力部で中国語とローマ
字を使用する言語を同時に入力できる例を示す図面である。
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【図２４】本発明の一実施例に基づく中国語バージョン文字入力部で繁体字・簡体字変換
キーを配置した例を示す図面である。
【図２５ａ】本発明の一実施例に基づき各国の言語入力部を多様な形に配置して活用でき
る例を示す図面である。
【図２５ｂ】本発明の一実施例に基づき各国の言語入力部を多様な形に配置して活用でき
る例を示す図面である。
【図２５ｃ】本発明の一実施例に基づき各国の言語入力部を多様な形に配置して活用でき
る例を示す図面である。
【図２５ｄ】本発明の一実施例に基づき各国の言語入力部を多様な形に配置して活用でき
る例を示す図面である。
【図２５ｅ】本発明の一実施例に基づき各国の言語入力部を多様な形に配置して活用でき
る例を示す図面である。
【図２５ｆ】本発明の一実施例に基づき各国の言語入力部を多様な形に配置して活用でき
る例を示す図面である。
【図２５ｇ】本発明の一実施例に基づき各国の言語入力部を多様な形に配置して活用でき
る例を示す図面である。
【図２６ａ】本発明の一実施例に基づき４か国語を同時に入力できる例を示す図面である
。
【図２６ｂ】本発明の一実施例に基づき４か国語を同時に入力できる例を示す図面である
。
【図２６ｃ】本発明の一実施例に基づき４か国語を同時に入力できる例を示す図面である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に添付図面と添付図面に記載された内容を参照し本発明の実施例を詳細に説明する
。
【実施例】
【００１１】
　本発明において「文字」はキーボードを押して画面に表せる各国の言語を構成する子音
や母音、数字、記号、特殊文字、絵文字、顔文字、スタンプ、ファンクションキー、設定
キー、編集キー等文字を入力するのに必要なあらゆるものやユーザーが作成したデータ等
を指す。本発明はスマートフォン、パッド型端末またはタブレットＰＣ等の端末において
ソフトウェア的に実装されるが、ここでソフトウェア的という意味は文字をキーボードの
個別のキーに対応させて表出できるようにプログラムされ変換キーの操作によって制御部
の命令で対応するキーに表出したり、リストや機能を登録または削除等編集することので
きる事前設定機能を意味する。本発明のキーはタッチスクリーン上の区切られた領域また
は個別のＬＣＤ、ＬＥＤ、ＯＬＥＤ、光繊維を備え文字を表出するボタンになり得る。
【００１２】
　図１は本発明の一実施例に基づく文字入力装置の構成図である。本発明は文字入力装置
に表出された文字をそのまま１回押して入力することであり、従来の長押し、繰り返し打
つ操作、スワイプ、押した後スワイプ等の付随する入力動作が不要であるというメリット
がある。
【００１３】
　本発明に基づく文字を入力する文字入力装置（１）は、文字を入力できる言語入力部（
１１）、その他入力部（１２）または補助入力部（１３）を含む文字入力部（１０）；文
字入力部（１０）から入力された文字や記号等を画面上に表示する表示部（２０）；文字
入力に関する情報やデータ及びプログラム等を保存する保存部（４０）及び前述の文字入
力部、表示部及び保存部を制御する制御部（３０）を含む。
【００１４】
　前述の文字入力部（１０）は１つ以上の文字グループ領域（２００）によって構成され
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、前述の文字グループ領域（２００）は１つ以上の個別文字領域（２１０）で構成され、
前述の個別文字領域の中心には文字入力中心（２２０）がある。
【００１５】
　前述の個別文字領域は前述の文字グループ領域に配列される位置によって、左上個別文
字領域（２１１）、右上個別文字領域（２１２）、左下個別文字領域（２１３）、右下個
別文字領域（２１４）に分けたり、左上個別文字領域、右上個別文字領域、左下個別文字
領域、右下個別文字領域、中央個別文字領域（２１５）に分けたり、左上個別文字領域、
右上個別文字領域、左下個別文字領域、右下個別文字領域、中央上個別文字領域（２１６
）、中央下個別文字領域（２１７）に分けることができる。また、上個別文字領域（２２
１）、下個別文字領域（２２２）、左個別文字領域（２２３）、右個別文字領域（２２４
）に分けたり、上個別文字領域、下個別文字領域、左個別文字領域、右個別文字領域、中
央個別文字領域に分けることができる。
【００１６】
　図２は本発明をスマートフォンに適用した実施例であり文字入力部（１０）と表示部（
２０）を示すものである。図２ａを参照すると前述の文字入力部（１０）は言語入力部（
１１）、その他入力部（１２）または補助入力部（１３）を含み、前述の文字入力部で入
力された文字が表示部（２０）に表示される。前述の言語入力部は、入力する言語によっ
て英語入力部、韓国語入力部、中国語入力部、ロシア語入力部、日本語入力部、ドイツ語
入力部、フランス語入力部、スペイン語入力部、アラブ語入力部、イラン語入力部、ヒン
ディー語入力部等と称することができる。
【００１７】
　図２ｂを参照すると前述の文字入力部（１０）は１つ以上の文字グループ領域（２００
）によって構成され、前述の文字グループ領域は１つ以上の個別文字領域（２１０）で構
成され、前述の個別文字領域の中心にはそれぞれ文字入力中心（２２０）がある。前述の
個別文字領域には文字が対応されており、前述の個別文字領域に押す動作が感知されると
前述の個別文字領域に対応する文字が入力される。図２ｂには言語変換キー（２３０）、
設定キー（２４０）、大文字・小文字変換キー（２７０）、統合括弧キー（２９０）も一
緒に図示されている。
【００１８】
　前述の文字入力部は１つ以上の文字グループ領域（２００）により構成された場合、そ
の数と配列方法は文字入力装置の種類と画面の大きさによってユーザーから文字の入力を
受けるにおいて最も効率のいい形を求めて多様な変形が可能である。
【００１９】
　前述の文字グループ領域は１つ以上の個別文字領域を四角形、三角形、多角形、円等の
多様な組み合わせで分割されることが可能である。図２ｃでは個別文字領域を四角形に分
割しており、図２ｄは個別文字領域を三角形に分割した例である。ここで文字グループ領
域と個別文字領域は境界線または区切られた領域等を設けて視覚的に区分することでより
入力しやすくすることができる。
【００２０】
　図３ａと３ｂは本発明の一実施例に基づく文字グループ領域（２００）の個別文字領域
（２１０）と文字入力中心（２２０）を示すものである。
【００２１】
　文字グループ領域の個別文字領域は図３ａの（１）のように左上個別文字領域（２１１
）、右上個別文字領域（２１２）、左下個別文字領域（２１３）、右下個別文字領域（２
１４）に分けることができたり、図３ａの（２）のように左上個別文字領域、右上個別文
字領域、左下個別文字領域、右下個別文字領域、中央個別文字領域（２１５）に分けるこ
とができる。図３ａの（４）番のように左上個別文字領域、右上個別文字領域、左下個別
文字領域、右下個別文字領域、中央上個別文字領域（２１６）、中央下個別文字領域（２
１７）に分けることができる。図３ｂの（１）のように上個別文字領域（２２１）、下個
別文字領域（２２４）、左個別文字領域（２２２）、右個別文字領域（２２３）に分けた
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り、図３ｂの（２）のように上個別文字領域、下個別文字領域、左個別文字領域、右個別
文字領域、中央個別文字領域に分けることができる。
【００２２】
　１つの個別文字領域に１つの文字が対応したり、１つの個別文字領域に２つ以上の文字
が対応することも可能であり、２つ以上の個別文字領域に１つの文字が対応することもあ
り得る。
【００２３】
　本発明の一実施例に基づき文字グループ領域（２００）はｍ×ｎ（ｍ、ｎは自然数）の
行列の形に配列することができる。図３ａの（１）を参照すると、（３、２）位置の文字
グループ領域で左上個別文字領域は１つの個別文字領域に１つの文字である『Y』が対応
されている例であり、第（３、２）位置の文字グループ領域で左下個別文字領域と右下個
別文字領域は１つに統合されスペースバー１つが対応されている例を見ることができる。
ここで文字入力中心は変動がなくスペースバーには２つの文字入力中心（２２０）が配置
されている。
【００２４】
　１つの文字グループ領域に６つの文字を対応させる場合、図３ａの（３）番のように前
述の左上個別文字領域と前述の左下個別文字領域にそれぞれ２つ以上の文字を対応させ右
上個別文字領域と右下個別文字領域にはそれぞれ１つの文字を対応させる例を見ることが
できる。このように１つの個別文字領域に２つ以上の文字が対応させる場合１回押す操作
、繰り返し打つ操作、長押し、スワイプ、押した後スワイプのうちいずれか１つの方法を
使って個別文字領域に対応されている各文字を全て入力できる。図３ａの（４）番のよう
に前述の文字グループ領域を６つの個別文字領域に分けてそれぞれ配置することができ、
この場合には各文字を全て１回押すことで入力できる。
【００２５】
　図４は本発明の一実施例に基づきユーザーが文字を入力する過程を示すフローチャート
である。ユーザーが文字を入力するために個別文字領域を押したりタッチするとき接触し
た部分が隣接した文字と重なった場合、本発明における文字認識は文字入力中心から押し
た地点かでの距離を計算してより近い文字が認識されたり、押された地点の面積を計算し
て面積がより大きい個別文字領域の文字が認識される。
【００２６】
　文字入力部は文字グループ領域で前述の個別文字領域に分けられており、各個別文字領
域には対応する文字が表示される（Ｓ３０１）。前述の文字グループ領域にある個別文字
領域を押す（Ｓ３０３）。ここで複数の個別文字領域のうちいずれか１つのみ押された場
合（Ｓ３０５）、前述の個別文字領域に対応する文字が入力される（Ｓ３０７）。もし、
ユーザーが前述の文字グループ領域にある複数の前述の個別文字領域を同時に押した場合
、押された２つ以上の前述の個別文字領域のうち前述の文字入力中心が最も近い個別文字
領域はどこであるかを判断して（Ｓ３０９）、その押された地点と前述のそれぞれの個別
文字領域にある前述の文字入力中心との距離が最も近い個別文字領域に対応する文字が入
力される（Ｓ３１１）。またはもしユーザーが前述の文字グループ領域にある複数の前述
の個別文字領域を同時に押したとき、押された複数の個別文字領域のうちより広い面積が
押された個別文字領域に対応する文字が入力される（Ｓ３１５）。
【００２７】
　世界の言語は「アルファベット（Ａｌｐｈａｂｅｔ）」を使用する文字とアルファベッ
トを使わない文字に大きく分けられる。アルファベットとは子音と母音に分けられている
文字体系を指す用語であり、「字母」文字ともする。例えば、ローマ字（Ｒｏｍａｎ Ａ
ｌｐｈａｂｅｔ）またはラテン文字（Ｌａｔｉｎ Ａｌｐｈａｂｅｔ）、ハングル（Ｋｏ
ｒｅａｎ Ａｌｐｈａｂｅｔ）、キリル文字（Ｃｙｒｉｌｉｃ Ａｌｐｈａｂｅｔ）、ギリ
シャ文字（Ｇｒｅｅｋ Ａｌｐｈａｂｅｔ）、グルジア文字（Ｇｅｏｒｇｉａｎ Ａｌｐｈ
ａｂｅｔ）、アルメニア文字（Ａｒｍｅｎｉａｎ Ａｌｐｈａｂｅｔ）等がある。
【００２８】
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　ローマ字（Ｒｏｍａｎ Ａｌｐｈａｂｅｔ）またはラテン文字（Ｌａｔｉｎ Ａｌｐｈａ
ｂｅｔ）で表記する言語は英語をはじめラテン語、スペイン語、ポルトガル語、ドイツ語
、インドネシア語、ベトナム語、フランス語、イタリア語、トルコ語、ポーランド語、マ
レーシア語、オランダ語等である。
【００２９】
　ローマ字で表記する言語を使用する国々はアルファベット２６字を基本的な文字として
使うが、国によって変形文字をさらに追加して使用することもある。本発明における「変
形文字」とはアルファベット２６字以外にアルファベットに発音記号や成長表示が追加さ
れたりアルファベットを変形して作ったあらゆる文字を意味する。

　表１はローマ字を使用する言語のうちアルファベット２６字以外に変形文字を使用する
言語をまとめた表である。
【００３０】
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【表１】

【００３１】
　本発明においてはこのように各国の言語を入力するために必要な変形文字を文字入力部
に配置して繰り返し打ったり長押し、スワイプ、押した後スワイプ等をすることなくその
まま１回押して入力する方法と統合ファンクションキーを用いて簡単に入力できる方法を
提供する。
【００３２】
　本発明においてはロシア語、ウクライナ語、ウズベキスタン語、カザフ語、ブルガリア
語、キルギス語等のキリル文字やギリシャ文字等非ローマ字系の言語の文字を入力すると
き、日本語、アラブ語、イラン語、ヒンディー語等アルファベットを使わない言語の文字
を入力するとき、中国語の漢語ピンインはハングルを入力するときも有効に適用できる。
本発明は世界のあらゆる言語の文字を効率よく入力するにあたり全て適用できる。
【００３３】
　図２ａは９つの文字グループ領域を３×３行列の形に配列して英語入力部を構成した実
施例である。本発明は英語のアルファベット順番に沿って順次に配列できる。より詳しく
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は、
【００３４】
　（１、１）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『A』、右上個別文字領域には『B』、
　左下個別文字領域には『Ｇ』、右下個別文字領域には『H』が配置され、
　（１、２）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『C』、右上個別文字領域には『D』、
　左下個別文字領域には『I』、右下個別文字領域には『J』が配置され、
　（１、３）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『E』、右上個別文字領域には『F』、
　左下個別文字領域には『K』、右下個別文字領域には『Ｌ』が配置され、
　（２、１）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『M』、右上個別文字領域には『N』、
　左下個別文字領域には『Ｓ』、右下個別文字領域には『T』が配置され、
　（２、２）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『O』、右上個別文字領域には『Ｐ』、
　左下個別文字領域には『U』、右下個別文字領域には『V』が配置され、
　（２、３）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『Q』、右上個別文字領域には『R』、
　左下個別文字領域には『W』、右下個別文字領域には『X』が配置され、
　（３、１）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『言語変換キー』、右上個別文字領域には『設定キー』、
　左下個別文字領域には『統合括弧キー』、右下個別文字領域には『大文字・小文字変換
キー』が配置され、
　（３、２）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『Y』、右上個別文字領域には『Z』、
　左下個別文字領域と右下個別文字領域にかけて対応する記号は『分かち書き（スペース
バー）』が配置され、
　（３、３）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『ピリオド（．）』、右上個別文字領域には『修正（バックスペ
ースキー）』、
　左下個別文字領域には『コンマ（，）』、右下個別文字領域には『入力（エンターキー
）』が配置される。
【００３５】
　例えばユーザーが（１、１）位置の文字グループ領域の左上個別文字領域（２１１）を
押せば左上個別文字領域に対応して配置された『ａ』が表示部（２０）に入力される。ユ
ーザーが「ａｐｐｌｅ」と入力しようとする場合（１、１）位置の左上個別文字領域を押
して「ａ」を入力して、（２、２）位置の右上個別文字領域を２回押して「ｐ」を２回入
力し、（１、３）位置の右下個別文字領域を押して「ｌ」を入力して、（１、３）位置の
左上個別文字領域を押して「ｅ」を入力する。
【００３６】
　また、図２ｃの（１）のように前述の中央個別文字領域（２１５）に数字、文字や記号
をさらに配置したり前述の中央個別文字領域を押すと新しい機能を実行することができる
。例えば本発明は推奨単語機能を備え、１つ以上の文字グループ領域の中央個別文字領域
を順番に押すと前述の文字グループ領域に属した文字を順次に組み合わせて前述の表示部
または前述の補助入力部に１つ以上の単語が並びその中からユーザーがＳ単語を選んで入
力できる。または、各個別文字領域にある文字を押すと、前述の文字によって組み合わせ
られることのできる１つ以上の単語が前述の表示部または前述の補助入力部に並べられそ
の中からユーザーが使いたい単語を選んで入力できる。または上記の２つの方法を同時に
並行して文字を素早く入力できる。



(12) JP 6681518 B2 2020.4.15

10

20

30

40

50

【００３７】
　例えば「ａｐｐｌｅ」を入力する場合「ａ」が配置されている第（１、１）文字グルー
プ領域の中央個別文字領域（２１５）を押して、「ｐ」が配置されている第（２、２）文
字グループ領域の中央個別文字領域を２回押して、「ｌ」と「ｅ」が配置されている第（
１、３）文字グループ領域の中央個別文字領域を２回押す等、入力しようとする単語を構
成する各アルファベットが属した文字グループ領域の中央個別文字領域を順次に押してい
くことである。保存部には各アルファベットによって組み合わせられることのできる単語
のデータベースが保存されており、前述の文字グループ領域に属したアルファベットによ
って組み合わせられた単語が１つ以上表示部または補助入力部に表示されユーザーはその
中から「ａｐｐｌｅ」という単語を選んで入力する方法である。このとき「ａｐｐｌｅ」
を構成するアルファベットの数だけの中央個別文字領域を全て押していない状態であって
も前述の表示部または補助入力部に現れる推奨単語のうち「ａｐｐｌｅ」という単語があ
ればこれを選んで素早く入力できる。このような方法は他の言語にも全て適用できる。
【００３８】
　さらに他の入力方法として各アルファベットを直接押す方法と前述の中央個別文字領域
を押す方法を並行して総合的に使用することができる。最初単語を構成するアルファベッ
トを各個別文字領域で直接押してその後中央個別文字領域を押すと、入力しようとする単
語を最初正確に限定することができるためその後は中央個別文字領域だけ押しても単語が
素早く組み合わせられ現れることが可能になる。
【００３９】
　図２ｃの（２）は各個別文字領域を視覚的に区分できるようにした例を示すものである
。
【００４０】
　図２ｃの（３）は９つの文字グループ領域を３×３行列の形に配列して英語入力部構成
する他の例である。文字グループ領域に文字をアルファベット順番に沿って順次に配列す
る。より詳しくは、
【００４１】
　（１、１）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『A』、右上個別文字領域には『B』、
　左下個別文字領域には『C』、右下個別文字領域には『D』が配置され、
　（１、２）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『E』、右上個別文字領域には『F』、
　左下個別文字領域には『Ｇ』、右下個別文字領域には『H』が配置され、
　（１、３）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『I』、右上個別文字領域には『J』、
　左下個別文字領域には『K』、右下個別文字領域には『Ｌ』が配置され、
　（２、１）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『M』、右上個別文字領域には『N』、
　左下個別文字領域には『O』、右下個別文字領域には『Ｐ』が配置され、
　（２、２）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『Q』、右上個別文字領域には『R』、
　左下個別文字領域には『Ｓ』、右下個別文字領域には『T』が配置され、
　（２、３）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『U』、右上個別文字領域には『V』、
　左下個別文字領域には『W』、右下個別文字領域には『X』が配置され、
　（３、１）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『言語変換キー』、右上個別文字領域には『設定キー』、
　左下個別文字領域には『統合括弧キー』、右下個別文字領域には『大文字・小文字変換
キー』が配置され、
　（３、２）位置の文字グループ領域に
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　左上個別文字領域には『Y』、右上個別文字領域には『Z』、
　左下個別文字領域と右下個別文字領域にかけて対応する記号は『分かち書き（スペース
バー）』が配置され、
　（３、３）位置の文字グループ領域に
　左上個別文字領域には『ピリオド（．）』、右上個別文字領域には『修正（バックスペ
ースキー）』、
　左下個別文字領域には『コンマ（，）』、右下個別文字領域には『入力（エンターキー
）』が配置される。
【００４２】
　図２ｃの（４）は前述の図２ｃの（３）の例に中央個別文字領域を加えて文字、数字ま
たは記号を配置したり別途の機能を実行されることのできる例を示すものである。
【００４３】
　図２ｄの（１）は９つの文字グループ領域を３×３行列の形に配列して英語入力部を構
成した例である。より詳しくは、
　（１、１）位置の文字グループ領域に
　上個別文字領域には『A』、左個別文字領域には『B』、
　右個別文字領域には『C』、下個別文字領域には『D』が配置され、
　（１、２）位置の文字グループ領域に
　上個別文字領域には『E』、左個別文字領域には『F』、
　右個別文字領域には『Ｇ』、下個別文字領域には『H』が配置され、
　（１、３）位置の文字グループ領域に
　上個別文字領域には『I』、左個別文字領域には『J』、
　右個別文字領域には『K』、下個別文字領域には『Ｌ』が配置され、
　（２、１）位置の文字グループ領域に
　上個別文字領域には『M』、左個別文字領域には『N』、
　右個別文字領域には『O』、下個別文字領域には『Ｐ』が配置され、
　（２、２）位置の文字グループ領域に
　上個別文字領域には『Q』、左個別文字領域には『R』、
　右個別文字領域には『Ｓ』、下個別文字領域には『T』が配置され、
　（２、３）位置の文字グループ領域に
　上個別文字領域には『U』、左個別文字領域には『V』、
　右個別文字領域には『W』、下個別文字領域には『X』が配置され、
　（３、１）位置の文字グループ領域に
　上個別文字領域には『設定キー』、左個別文字領域には『統合括弧キー』、
　右個別文字領域には『言語変換キー』、下個別文字領域には『大文字・小文字変換キー
』が配置され、
　（３、２）位置の文字グループ領域に
　左個別文字領域には『Y』、右個別文字領域には『Z』、
　下個別文字領域は『分かち書き（スペースバー）』が配置され、
　（３、３）位置の文字グループ領域に
　上個別文字領域には『修正（バックスペースキー）』、左個別文字領域には『ピリオド
（．）』、
　右個別文字領域には『コンマ（，）』、下個別文字領域には『入力（エンターキー）』
が配置される。
【００４４】
　図２ｄ（２）は図２ｄ（１）に中央個別文字領域を加えて文字、数字、記号または機能
をさらに配置することができる。
【００４５】
　図２ｄの（３）と（４）は第（３、２）文字グループ領域に上個別文字領域に『?』、
左個別文字領域に『Y』、右個別文字領域に『Z』、下個別文字領域に『分かち書き（スペ
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ースバー）』が対応されている例を表していた。また図２ｄの（５）と（６）はアルファ
ベットの配置を変形した他の例を表していた。
【００４６】
　図５は英語入力部で『ピリオド（．）』と『コンマ（，）』の位置を変更して配置した
例である。図５の（ａ）のように（１、２）の位置の文字グループ領域の中央個別文字領
域に『ピリオド（．）』を配置し、（２、２）の位置の文字グループ領域の中央個別文字
領域に『コンマ（，）』を配置したり、図５の（ｂ）のように（１、２）の位置の文字グ
ループ領域の中央個別文字領域に『コンマ（，）』を配置し、（２、２）の位置の文字グ
ループ領域の中央個別文字領域に『ピリオド（．）』を配置することができる。これは前
述の文字入力部に他の言語を配置したときも適用できる。
【００４７】
　本発明の一実施例では（３、１）文字グループ領域または（３、３）文字グループ領域
の任意の地点を押した後上下左右の任意の方向にスワイプすれば他の文字グループ領域に
変換されることができる。
【００４８】
　図６の例を参照すると文字入力部のうち（３、３）位置の文字グループ領域を上下左右
にスワイプして記号、符号、編集キー、絵文字、顔文字、スタンプ等が配置された文字グ
ループ領域に変換させることができる。これと同様に（３、１）位置の文字グループ領域
の任意の地点を押した後上下左右の任意の方向にスワイプして他の文字が配置された文字
グループ領域に変換させることができる。またこれを連続してスワイプすれば他の文字が
配置された文字グループ領域に連続して変換されることができ、変換を続けると最初の文
字グループ領域に再び戻ってくることができる。（３、１）または（３、３）の位置だけ
でなく他の位置の文字グループ領域の任意の地点を押した後上下左右の任意の方向にスワ
イプすれば他の文字グループ領域に変換されることができる。
【００４９】
　本発明は言語入力部に文字を配置するとき言語を構成する文字を順次に配列して文字入
力部を構成した後文字を入力したりまたは任意の配列で文字入力部を構成して文字を入力
できる。例えば英語を入力する場合言語入力部にアルファベットの子音と母音を順次に配
置したりＱＷＥＲＴＹ型のキーボードで配置したりアルファベットの順番を変えて配置す
ることができる。
【００５０】
　本発明は文字入力部に言語変換キー（２３０）があり、前述の言語変換キーを押すと前
述の文字入力部に現れた言語を変換させることができる。図２ｂに「Ｌａｎｇｕａｇｅ」
と表示されているものは前述の言語変換キーの一例である。前述の言語変換キーは他の名
称や記号など多様な形で変形して表現されることができる。
【００５１】
　本発明は個別文字領域に対応する言語文字、数字、記号、特殊文字、絵文字、顔文字、
スタンプ、ファンクションキー、編集キー等の構成と配列をユーザーが使いたいように変
更することができる。またユーザーが作成したデータも前述の個別文字領域に登録するこ
とができる。
【００５２】
　図７は本発明の一実施例に基づき前述の文字入力部にある文字を変更する過程を示すフ
ローチャートである。
【００５３】
　図２ｂと図７を参照すると、前述の文字入力部に設定キー（２４０）があり前述の設定
キーを押して（Ｓ４００）、文字変更を選択する（Ｓ４０２）。各文字グループ領域の前
述の個別文字領域が文字変更可能な状態に変換されると（Ｓ４０４）、ユーザーが変更し
ようとする個別文字領域を選択して（Ｓ４０６）、新しく入力しようとする文字を入力し
て（Ｓ４０８）文字変更を終了する（Ｓ４１０）。
【００５４】
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　本発明は言語入力部の上側、下側、左側、右側を含む任意の方向にその他入力部（１２
）をさらに追加で配置することができる。前述のその他入力部には数字、記号、特殊文字
、絵文字、顔文字、スタンプ、ファンクションキー、設定キー、編集キーを含む文字入力
に必要なデータ及び新規データを配置することのできることを特徴とする。前述のその他
入力部はその種類によって数字入力部（１２ａ）、記号入力部（１２ｂ）、特殊文字入力
部（１２ｃ）、絵文字、顔文字、スタンプ入力部（１２ｄ）、機能入力部（１２ｅ）、設
定入力部（１２f）、編集入力部（１２ｇ）という。
【００５５】
　図８（ａ）乃至図８（ｅ）は本発明の一実施例に基づく文字入力部にその他入力部が配
置された例を示す図面である。図８（ａ）は前述のその他入力部（１２）のうち数字入力
部（１２ａ）が前述の言語入力部の上側に配置された例を示めすものである。図８（ｂ）
は記号入力部（１２ｂ）が前述の言語入力部の下側に配置され、図８（ｃ）は前述の言語
入力部の左側に特殊文字入力部（１２ｃ）が配置され、図８（ｄ）は前述の言語入力部の
右側に編集入力部（１２ｇ）が配置された例である。図８（ｅ）は前述の言語入力部の上
側に数字入力部（１２ａ）、右側に編集入力部（１２ｇ）、左側に絵文字、顔文字、スタ
ンプ入力部（１２ｄ）、下側に記号入力部（１２ｂ）が配置された例である。
【００５６】
　図９は本発明の一実施例に基づき言語入力部とその他入力部を配置した例を示す図面で
ある。
【００５７】
　図９（ａ）は文字入力部の中央に英語入力部を配置し、左側は記号入力部（１２ｂ）と
機能入力部（１２ｅ）、右側は数字入力部（１２ａ）を配置し、両側の外側には絵文字、
顔文字、スタンプ入力部（１２ｄ）を配置した例である。前述の絵文字、顔文字、スタン
プ入力部を上下左右にスワイプすれば他の絵文字、顔文字、スタンプが出るようにして多
様な絵文字、顔文字、スタンプを入力できる。図９（ｂ）は文字入力部の中央に英語入力
部を配置し左側は編集入力部（１２ｇ）、右側は特殊文字入力部（１２ｃ）を配置し両側
の外側には絵文字、顔文字、スタンプ入力部（１２ｄ）を配置した例である。このように
すれば英語、記号、機能、数字、絵文字、顔文字、スタンプまたは英語、編集キー、特殊
文字、絵文字、顔文字、スタンプを入力するとき前述の文字入力部を一切変換せずにすぐ
に入力できる。
【００５８】
　本発明においてはその他入力部の任意の地点を押した後上下左右を含む任意の方向にス
ワイプすれば他のその他入力部に変換されることができる。
【００５９】
　図１０は数字入力部を任意の地点を押した後任意の方向にスワイプして他のその他入力
部に変換する例を示す図面である。前述の数字入力部（１２ａ）を上側にスワイプすれば
記号入力部（１２ｂ）に変換され、右側にスワイプすれば特殊文字入力部（１２ｃ）に変
換され、左側にスワイプすれば編集入力部（１２ｇ）に変換され、下側にスワイプすれば
絵文字、顔文字、スタンプ入力部（１２ｄ）に変換される例を示すものである。
【００６０】
　また、その他入力部にある数字、記号、特殊文字、絵文字、顔文字、スタンプ、ファン
クションキー、設定キー、編集キー等はユーザーが変更登録してその他入力部を構成した
後使ったり、その他入力部にユーザーが作成したデータまたは新規データを登録して使う
こともできる。
【００６１】
　文字入力装置で文字を配置するとき各言語固有の文字を順次に配列することが最も好ま
しい。本発明は従来のＱＷＥＲＴＹ型文字入力部に比べアルファベット子音文字と母音文
字を順番に配列することでユーザーが入力しようとする文字の位置を直観的に探しやすく
なり、限られた空間により多くの文字を配置し図１文字が占める領域がＱＷＥＲＴＹ文字
入力部に比べ広く、隣接する文字と干渉し合うことが少ないため打ち間違い確率が低くな
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り入力時間を短縮することができる。
【００６２】
　図１１は同じ面積に配置された本発明の英語文字入力部と従来の英語ＱＷＥＲＴＹ文字
入力部で１文字が占める視覚的面積を比べたものである。文字入力部の大きさが横７．２
ｃｍｘ縦５．１ｃｍである従来の英語ＱＷＥＲＴＹ文字入力部（ａ）と本発明に基づく大
きさ横７．２ｃｍｘ縦５．１ｃｍの英語文字入力部（ｂ）を比べる。本発明の１文字が占
める視覚的面積は横１１．６７ｍｍｘ縦６．７５ｍｍであり７８．７７ｍｍ２になる。従
来のＱＷＥＲＴＹ文字入力部１文字が配置されたボタンの面積は横５．５ｍｍｘ縦６．５
ｍｍであり３５．７５ｍｍ２である。
【００６３】
　このため本発明の１文字が占める面積が同じ条件の既存の英語ＱＷＥＲＴＹ文字入力部
の１文字が占める面積より視覚的に２．２倍も広く見えるためユーザーがより文字を認知
しやすい。
【００６４】
　図１１に示すように、既存の英語ＱＷＥＲＴＹ文字入力部に１文字が配置されたボタン
の大きさは横５．５ｍｍ、縦６．５ｍｍであり、ボタン間の間隔は左右は１．５ｍｍで上
下は３．５ｍｍである。ここで実際にその文字が入力される範囲は左右は隣接した文字の
ボタンとの中間地点までであり上下は下の方向に下側に位置する文字ボタンの直前までが
その文字の入力領域になる。ＱＷＥＲＴＹ文字入力部に１文字が入力される有効な横の長
さ（左側隣接する文字ボタンとの間隔１．５ｍｍの１／２である０．７５ｍｍ）＋（１文
字ボタンの横幅５．５ｍｍ）＋（右側隣接する文字ボタンとの間隔１．５ｍｍの１／２で
ある０．７５ｍｍ）=０．７５ｍｍ＋５．５ｍｍ＋０．７５ｍｍ=７０ｍｍになり、
有効な縦の長さ（１文字ボタンの縦幅６．５ｍｍ）＋（下側隣接する文字ボタンとの間隔
３．５ｍｍ）=６．５ｍｍ＋３．５ｍｍ=１０ｍｍになるため、
既存のＱＷＥＲＴＹ文字入力部で１文字が入力される実際の領域は横×縦=７０ｍｍ×１
０ｍｍ=７０ｍｍ２になる。
【００６５】
　一方、本発明の一実施例に基づく英語文字入力部で、１つの文字グループ領域が占める
面積は横２３．３ｍｍ×縦１３．５ｍｍであり前述の１個別文字領域の大きさ、つまり１
文字が入力される領域の大きさは横１１．６７ｍｍ×縦６．７５ｍｍである。このとき文
字グループ領域の間の間隔は横縦全て０．５ｍｍで１つの個別文字領域は横には左側また
は右側のうちいずれか一方だけ隣接した個別文字領域と０．５ｍｍの間隔があり縦には上
側または下側のうちいずれか一方だけ隣接した個別文字領域と０．５ｍｍの間隔があるた
め、横及び縦にこの間隔の１／２に相当する０．２５ｍｍが各個別文字領域の入力面積と
して帰属する。このため本発明に基づく１つの個別文字領域入力面積は横（１１．６７ｍ
ｍ＋０．２５ｍｍ）×縦（６．７５ｍｍ＋０．２５ｍｍ）=１１．９２ｍｍ×７ｍｍ=８３
．４４ｍｍ２である。
【００６６】
　このように本発明の一実施例に基づく英語文字入力部はＱＷＥＲＴＹ型文字入力部より
同じ空間により多くの文字を配置できるとともに図１文字が占める面積はより広く確保で
きるため空間を効率に活用できる。
【００６７】
　またＱＷＥＲＴＹ文字入力部では文字が配置されたボタンに規則性がなく、乱れて配置
されるため視覚的に１文字の領域が分散されてみえる。一方、本発明の一実施例に配置す
ることでユーザーが文字領域を視覚的に規則性に基づいて把握できるようにし直観的に文
字を認知しやすくなるため打ち間違いの確率が減る。
【００６８】
　また、英語アルファベットを文字入力部に配置する方法を比べてみると、ＱＷＥＲＴＹ
型文字入力部に第１行に（ｑ、ｗ、ｅ、ｒ、ｔ、ｙ、ｕ、ｉ、ｏ、ｐ）、第２行に（ａ、
ｓ、ｄ、ｆ、ｇ、ｈ、ｊ、ｋ、ｌ）、第３行に（ｚ、ｘ、ｃ、ｖ、ｂ、ｎ、ｍ）を配置し
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ており英語アルファベットの順番通りでないためユーザーが文字の位置を覚えにくく文字
を入力するとき文字の位置を記憶に頼ったり一個一個探して入力しなければならないため
入力効率が落ちる。
【００６９】
　一方、本発明の一実施例では英語アルファベットの順番を考慮して順次に配置するため
ユーザーが文字を容易に探して入力することができるため文字入力の効率を高めることが
できるのである。
【００７０】
　図１２は本発明に基づく各言語別に具体的な実施例を示すものである。
【００７１】

　既存の文字入力方法でのように変形文字を入力するために文字を長押しして変形文字が
現れるようにしてから入力しようとする変形文字がある地点までタッチを維持しつつ移動
する等の操作を行う必要がなくすぐに入力が可能になるため効率よくドイツ語を入力でき
る。
【００７２】
　図１２ａの（２）ドイツ語バージョン２文字入力部はドイツ語アルファベットをそれぞ
れ直接押して単語を入力する方法と中央個別文字領域を順次に押したとき該当する文字グ
ループ領域に属したアルファベットの組み合わせで推奨単語が現れるとその中から使いた
い単語を選んで入力する方法を並行することのできる例である。
【００７３】
　図１２ａの（３）と（４）は本発明に基づくイタリア語バージョン文字入力部を示す図
面である。

　このようにすれば変形文字を入力するためにファンクションキーを押したり、アルファ
ベットを長く押す等の別途の操作をする必要なく変形文字をすぐに押してあらゆるイタリ
ア語を素早く入力できる。
【００７４】
　また、図１２ａの（５）はスペイン語バージョン１文字入力部を示す図面であり、

【００７５】
　また、図１２ｂはフランス語文字入力部を示した一例である。図１２ｂの（１）フラン
ス語バージョン１文字入力部はキーボードの中にアルファベット２６字を順次に配列一例
である。この場合変形文字を入力するためには図１２ｂの（２）のように統合ファンクシ
ョンキー（２５０）を押して現れた変形文字画面（２６０）ですぐに変形文字を入力でき
る。
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【００７６】
　また、図１２ｂの（３）はフランス語バージョン１文字入力部の横モードである。言語
入力部にフランス語アルファベット２６字を配置しその他入力部に変形文字を配置した例
である。このようにすればユーザーはフランス語を構成する基本文字と変形文字、数字、
絵文字、顔文字、スタンプ等を入力するとき前述の文字入力部を一切変換せずにあらゆる
フランス語を入力できる。記号や特殊文字、編集キー等を使用する場合には前述のフラン
ス語入力部は変換せずにそのままにして前述の変形文字入力部または前述の数字入力部の
任意の地点を押した後上下左右を含む任意の方向にスワイプして他のその他入力部に変換
して使用することができる。
【００７７】

　ユーザーは前述の変形文字を一々探す必要がなく前述の言語入力部で１回のキー操作で
すぐに入力できる。
【００７８】
　図１２ｂの（５）フランス語バージョン３文字入力部は前述の（１）フランス語バージ
ョン１文字入力部に中央個別文字領域をさらに配置したものである。単語を入力するため
にフランス語アルファベットをそれぞれ直接押して単語を入力する方法と各文字グループ
領域の中央個別文字領域を順番に押すと当該文字グループ領域に配置されたアルファベッ
トの組み合わせで１つ以上の推奨単語が前述の表示部または前述の補助入力部に現れその
中からユーザーが使いたい単語を選んで入力する方法を同時に並行することのできる例で
ある。
【００７９】
　また、図１２ｃは本発明に基づく日本語バージョン１、日本語バージョン２文字入力部
とロシア語バージョン、ギリシャ語バージョン文字入力部を示す図面である。
【００８０】
　図１２ｃの（１）日本語バージョン１文字入力部はローマ字に日本語を入力できるよう
に配置した例えば、ローマ字アルファベットを順次に配列して文字を入力するときローマ
字アルファベットの位置を見つけやすくしたものである。図１２ｃの（２）日本語バージ
ョン２文字入力部はひらがなまたはカタカナで直接日本語を入力できるように配置した例
えば、ひらがなまたはカタカナを順次に配列してユーザーが各文字の位置を認知しやすく
した一例を示すものである。ここにひらがな／カタカナ変換キー（カ／ひ）があり、前述
の言語入力部をひらがなまたはカタカナに変換させることができる。
【００８１】
　図１２ｃの（３）ロシア語バージョン文字入力部と（４）ギリシャ語バージョン文字入
力部では前述の言語入力部にロシア語アルファベットまたはギリシャ語アルファベットの
子音文字と母音文字を順番に配置して各文字の位置を認知しやすくし効率よく入力できる
ようにした一例である。
【００８２】
　図１２ｄではアラブ語とイラン語及びヒンディー語文字入力部の一実施例を示すもので
ある。

【００８３】
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　図１２ｄの（３）イラン語バージョン文字入力部もまたイラン語を構成する文字を順番
を考慮して配置した例である。
【００８４】
　図１２ｄの（４）はヒンディー語バージョン文字入力部の例である。ヒンディー語は子
音と母音の数が多いため従来の携帯電話等の入力キーボードではヒンディー語の子音と母
音を１つの画面に全部配置できず２つ～３つの画面に分けて配置し画面を何回も変換しな
がらヒンディー語を入力しなければならなかった。しかし本発明では図１２ｄの（４）の
ように横モードで１つの画面に前述のヒンディー語の子音と母音を全て配置することがで
きる。中央の言語入力部にヒンディー語子音３３字を配置し左右のその他入力部にヒンデ
ィー語母音を配置すればヒンディー語を入力するために画面を転換することなくすぐに入
力できる。必要に応じてはその他入力部を変換して数字や、記号等を多様な形で入力でき
る。
【００８５】
　図１２ｅは本発明の一実施例に基づく韓国語文字入力部を示す図面である。

【００８６】
　本発明の一実施例に基づく韓国語バージョン入力部は前述の言語入力部にハングル子音
と母音を配置するとき順次配列と似た形、使用頻度を考慮して配置したものであり、誰も
が前述の言語入力部上でハングル子音と母音の位置を容易に覚え、素早くかつ効率よく入
力できる。
【００８７】
　図１２ｅの（１）～（４）韓国語バージョン文字入力部は各文字グループ領域にハング
ルを配置するとき左上、右上、左下、右下個別文字領域に配置した例であり、（５）と（
６）は上、下、左、右個別文字領域に配置した例である。
【００８８】
　また図１２ｅの（３）、（４）と（６）は各個別文字領域を境界線や分離領域等視覚的
に区別できるように示す図面の例である。この他にも韓国語を入力するときハングルの子
音、母音、または色々なファンクションキー等の位置を多様な形で変形して配置すること
ができる。
【００８９】
　このように本発明の実施例によって世界のあらゆる言語を各言語別特徴を反映して配置
し有効に入力できる。
【００９０】
　本発明のまた他の特徴は変換キーまたはファンクションキーを事前設定することのでき
る機能である。図１３（ａ）のように文字入力部に１つ以上の統合ファンクションキー（
２５０）を文字グループ領域に配置することができる。本発明に基づく一実施例では統合
ファンクションキー４個を配置したものである。
【００９１】
　前述の統合ファンクションキーのうちいずれか１つを押すとデータ画面（２５１）が表
出されユーザーが使いたいデータを選んで入力できる。前述のデータ画面は上下または左
右にスクロールしてデータを探すこともできたり前述のデータ画面の任意の地点を上下左
右を含む任意の方向にスワイプしてまた他のデータ画面に変換することもできる。統合フ
ァンクションキーには数字、記号、特殊文字、絵文字、顔文字、スタンプ、ファンクショ
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ンキー、設定キー、編集キー等が事前に予め登録されていることが可能である。
【００９２】
　ユーザーは前述の統合ファンクションキーに文字、記号、図形、絵、写真、動画、絵文
字、顔文字、スタンプ、音声ファイル、オーディオファイル、連絡先、メモ、常套句また
はユーザーが作成したデータ等ユーザーが使いたいデータを登録することができる。例え
ば図１３（ａ）で４個の統合ファンクションキーのうち第１統合ファンクションキーには
ユーザーが頻繁に使用する写真を全て集めておいて、第２統合ファンクションキーには常
套句を登録しておき、第３統合ファンクションキーには頻繁に使用する絵文字、顔文字、
スタンプを保存しておき、第４統合ファンクションキーには最近メモした内容を登録して
おくことができる。このようにすれば文字入力をするとき、頻繁に使ったり素早く探さな
ければならないデータを簡単に探して使用することができる。
【００９３】
　図１３（ｂ）は統合ファンクションキーにデータが登録されている例を示す図面である
。
【００９４】
　図１４は統合ファンクションキーにユーザーが新規データを登録する過程を示すフロー
チャートである。新規データを登録しようとする前述の統合ファンクションキーを押して
（Ｓ５００）前述の統合ファンクションキーから新規データを登録する位置を選択する。
（Ｓ５０２）このときデータを呼び出し前述のデータが保存されている保存部（４０）に
アクセスして（Ｓ５０４）前述の保存部からユーザーが新規登録しようとするデータを選
択して（Ｓ５０６）、前述の選択したデータを前述の統合ファンクションキーに登録する
ことができる。（Ｓ５０８）またユーザーがデータを直接入力して登録することができる
（Ｓ５０５）。例えば常套句等を入力するときユーザーが'直接入力'キーを押すと図１３
（ｃ）のように文字入力キーが並べられ直接登録させることができる。
【００９５】
　前述のデータ画面からデータを選択するとき、統合括弧キー、スペースバー、エンター
キー、バックスペースキーはそれぞれ使用することができる。前述のデータ画面はユーザ
ーが前述のデータ画面以外の地点を押せば前述のデータ画面が閉じるようにすることがで
きる。
【００９６】
　また、本発明においては入力される文字がローマ字系列の言語で基本アルファベット２
６字以外に変形文字がある場合に、ユーザーが前述の統合ファンクションキーのうちいず
れか１つを押すと図１２ｂの（２）または図１３（ｄ）のように変形文字画面（２６０）
が表出され変形文字を入力できる。
【００９７】
　従来の文字入力部では変形文字を入力するときアルファベットを長押しすると変形文字
セットが表示されるがここで押していた指を外せば変形文字セットは消える。このため変
形文字を入力するためにはアルファベットを押している指を離さず変形文字セットに現れ
た多数の変形文字のうち使いたい変形文字の上に指を移動させてから指を恥下地点に相当
する変形文字が入力される。もし、ユーザーが入力したい文字まで届かず途中で指を離し
た場合にはユーザーの意図とは全く他の文字を入力するようになるためこれを修正し再び
入力しなければならないという手間が掛かる。
【００９８】
　また、従来の文字入力部では変形文字１文字を入力すると変形文字セットが閉じてしま
うため一度に複数の変形文字を入力しようとする場合には再びアルファベットを長く押し
た後、そのまま押している状態を維持しながら使いたい変形文字まで指を移動させる操作
を繰り返さなければならないという手間が掛かる。
【００９９】
　本発明においては前述の統合ファンクションキーを１回押して前述の変形文字画面を表
示した後、手を離しても前述の変形文字画面はそのまま開いており、ユーザーが指を押し
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たまま移動させることではなく、開いている前述の変形文字画面で入力しようとする変形
文字をすぐに押して入力をすることができるためユーザーの利便性を高めることができる
。また、前述の変形文字入力した後も前述の変形文字画面は開いたままであるため、変形
文字をさらに追加して入力したい文字を全て連続して入力できる。前述の変形文字入力を
終わらせる場合には前述の変形文字画面以外の地点を押せば前述の変形文字画面が閉じて
変形文字入力を終了することができる。
【０１００】
　前述の変形文字画面は上下または左右にスクロールして変形文字を探すこともでき前述
の変形文字画面の任意の地点を押した後上下左右を含む任意の方向にスワイプして他の変
形文字画面に変換させることができる。
【０１０１】
　また、本発明の一実施例に基づきハングル文字入力部でハングルを入力するとき統合フ
ァンクションキーを押すと

【０１０２】
　また、本発明においては前述の統合ファンクションキーを０．２秒以上長押しすると他
のファンクションキーとしても使用することができ、長く押す時間はユーザーが変更する
ことのできることを特徴とする。
【０１０３】
　また、本発明においては前述の文字入力部で言語の体系上大文字と小文字がある言語を
入力するとき大文字・小文字変換キー（２７０）をさらに配置することができる。前述の
文字入力部に表出される文字は基本的に小文字で入力をしてから大文字に変換しなければ
ならない文字だけ前述の大文字・小文字変換キーを押して変換させることができる。
【０１０４】
　小文字で入力された文字や単語の後ろにカーソルがある状態で前述の大文字・小文字変
換キーを１回押すと文字や単語が大文字に変換される。このとき変換される対象は空白が
入力された後の文字や単語に当り空白が入力される前の文字や単語には影響を及ぼさず小
文字のままである。また大文字で入力されたり変換された文字または単語の後ろにカーソ
ルがある状態で前述の大文字・小文字変換キーを１回押すと前述の文字や単語が小文字に
変換され、これと同様に空白が入力された後の文字や単語にのみ影響を及ぼす。
【０１０５】
　また、小文字で入力した内容について文字、単語、段落、ページ等変換範囲を選択した
場合前述の大文字・小文字変換キーを押すと空白に関係なく全て大文字に変換されること
ができる。大文字で入力されたり変換された内容について文字、単語、段落、ページ等変
換範囲を選択した場合前述の大文字・小文字変換キーを押すと空白に関係なく全て小文字
に変換される。
【０１０６】
　また、前述の大文字・小文字変換キーを繰り返し打つとカーソルがある行でカーソルの
前に入力された文字や単語全体が大文字は小文字で、小文字は大文字に変換されることを
特徴とする。
【０１０７】
　また、前述の文字入力部上に表出される文字を全て大文字に変換させてようとする場合
、前述の大文字・小文字変換キーを０．２秒以上長押しすると前述の文字入力部に表出さ
れる文字全体が全て大文字に変換されることができる。前述の大文字・小文字変換キーを
再び一度０．２秒以上押すと前述の文字入力部に文字全体が小文字で表出される。
【０１０８】
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　図１５の（ａ）を参照すると、「ｋｏｒｅａ」という単語を入力した後単語の後ろにカ
ーソルがある状態で大文字・小文字変換キー（２７０）を１回押すと前述の単語が大文字
「KOREA」に変換される。「APPLE」がという単語を入力した後この単語の後ろにカーソル
がある状態で大文字・小文字変換キー（２７０）を１回押すと小文字「ａｐｐｌｅ」に変
換される。
【０１０９】
　図１５の（ｂ）を参照すると、「ｈａｖｅ ａ ｎｉｃｅ ｄａｙ」という文章が入力さ
れているときこの行にカーソルがある状態で前述の大文字・小文字変換キー（２７０）を
繰り返し打つと「ＨＡＶＥ Ａ ＮＩＣＥ ＤＡＹ」のようにカーソルがある行の前に入力
された文字や単語全体が大文字に変換される。
【０１１０】
　従来の方法で大文字を入力するためにはＳｈｉｆｔキーまたはＣａｐｓ Ｌｏｃｋキー
を押して文字入力部を全て大文字に変換した後文字を入力しなければならなかった。そし
て再び小文字で入力するためには前述のＳｈｉｆｔキーまたはＣａｐｓ Ｌｏｃｋキーを
押して前述の文字入力部を全て小文字に変換した後文字を入力しなければならなかった。
このため大文字を入力して再び小文字を入力するためには、前述のＳｈｉｆｔキーまたは
Cａｐｓ Ｌｏｃｋキーを、前述の文字入力部を大文字に変えるために１回、前述の文字入
力部を小文字に変えるために１回、計２回ずう押さなければならないという手間がかかる
。
【０１１１】
　本発明における前述の大文字・小文字変換キーを使えば文字を入力していく過程で必要
な文字だけ大文字に変え、文字を入力する操作の流れが途切れることなく、続けてスムー
ズに入力していくことが可能になる。また文字数に関係なく文字や単語を一気に大文字ま
たは小文字にすぐに変換させることができる。
【０１１２】
　大文字・小文字を変換するために既存のＳｈｉｆｔキーやＣａｐｓ Ｌｏｃｋキーのよ
うなファンクションキーを利用する方法と本発明における前述の大文字・小文字変換キー
を利用する方法を比べる。
【０１１３】
　従来のＣａｐｓ ＬｏｃｋキーまたはＳｈｉｆｔキー等のファンクションキー（以下、
「ファンクションキー」とする。）を利用する方法は大文字と小文字が変る度前述のファ
ンクションキーを押さなければならない。例えば、「Ｔｈｅ Ｎｅｗ Ｓｃｉｅｎｃｅ ｏ
ｆ Ｅｘｅｒｃｉｓｅ」という文言を入力するとき前述のファンクションキーを１回押し
て大文字入力状態に切り替えた後「Ｔ」を入力して再び前述のファンクションキーを１回
押して小文字入力状態に切り替え「ｈｅ」を入力する。再びファンクションキーを１回押
して大文字入力状態に切り替えた後「Ｎ」を入力してファンクションキーを１回押して小
文字入力状態に切り替えた後、「ｅｗ」を入力する。このような方式で「Ｓ」、「Ｅ」を
押す前と押した後に前述のファンクションキーをそれぞれ再び押さなければならない。こ
のため前述の例の文言を入力するためには前述のファンクションキーを計８回押さなけれ
ばならない。
【０１１４】
　本発明における前述の大文字・小文字変換キーを利用する方法は次の通りである。本発
明においては、好ましくは、基本的に小文字が入力されるため先に「ｔ」を入力してから
前述の大文字・小文字変換キーを１回押すと「Ｔ」に変換される。ここで前述の言語入力
部が大文字入力状態に全て変るわけではなくそのまま小文字入力状態が維持されるため別
途の操作を行うことなく「ｈｅ」と「ｎ」を入力する。それから前述の大文字・小文字変
換キーを１回押すと「ｎ」が「Ｎ」に変換される。このとき大文字・小文字変換キーは空
白が入力された後の文字や単語と連動して作動し空白が入力される前の文字や単語には影
響を及ぼさず小文字のままである。それから「ｅｗ」と「s」を押して前述の大文字・小
文字変換キーを１回押すと「ｓ」が「Ｓ」に変換される。それから「ｃｉｅｎｃｅ ｏｆ
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」と「ｅ」を押して前述の大文字・小文字変換キーを１回押すと「ｅ」が「Ｅ」に変換さ
れる。それから「ｘｅｒｃｉｓｅ」まで入力すれば完了する。このため前述の大文字・小
文字変換キーを活用すれば本発明は押す動作を計４回すれば、前述の例の文言を完成でき
る。
【０１１５】
　このように大文字・小文字を変換するために既存のＣａｐｓ Ｌｏｃｋキー等のファン
クションキーを押すときより本発明における前述の大文字・小文字変換キーを利用すれば
大文字・小文字を変換するためにキーを押す回数を半分に減らすことができるため効率の
いい文字入力方法である。
【０１１６】
　本発明はその他入力部に数字を配列するとき、既存の方法通りに『１、２、３、４、５
、６、７、８、９、０』のように配置することもでき『０』を『１』の前に置き『０、１
、２、３、４、５、６、７、８、９』の順に配列することもできる。このように『０』と
『１』が隣接するように配置すれば『０１０』、『００１』で始まる電話番号を押すとき
指の動く距離を短縮し入力速度を速めることができる。また図９ａに示すように『０』と
『１』が互いに隣接するように配置して応用することもできる。または『１、２、３、４
、５、０、６、７、８、９』や『０、１、２、３、４、５、６、７、８、９、０』の順に
配置して数字を簡単に入力することもできる。
【０１１７】
　また、本発明の一実施例に基づき前述のその他入力部に数字を配列するとき、各数字を
０．２秒以上押すと多数のデータが登録されている数字データ画面（２８０）が表出され
ユーザーはその中から使いたいデータを選んで入力できる。前述の数字データ画面は上下
または左右にスクロールしてより多くのデータを見ることができる。
【０１１８】
　図１６ａの（１）は前述の数字入力部で数字７を０．２秒以上押す例であり、図１６ａ
の（２）は数字７に登録されている数字データ画面が表出された例である。例えばユーザ
ーは前述の数字７の数字データ画面にユーザーが頻繁に使用する記号、写真、動画、絵文
字、顔文字、スタンプ、編集キー、メモ、オーディオファイル等のデータをユーザーの必
要に応じて予め登録しておき前述の数字データ画面で素早く見つけて入力できる。このと
き前述の統合括弧キー、スペースキー、バックスペースキー、エンターキー等は一緒に使
用することができる。
【０１１９】
　図１６ｂの（１）～（６）は各数字にデータが登録されている例を示めすものである。
例えば（１）記号、（２）絵文字、顔文字、スタンプ、（３）編集キー、（４）写真また
は動画、（５）は行口座番号またはクレジットカード番号、証券口座番号、（６）オーデ
ィオファイルが登録された例を示すものである。
【０１２０】
　前述の数字データ画面に登録されているデータはユーザーが一々登録しなくても事前に
予め登録されていることが可能である。
【０１２１】
　また、ユーザーが各データを作成するとすぐに前述の数字データ画面に連動して現れる
ことも可能である。例えばユーザーが写真を撮ったり保存して写真ファイルが生成されれ
ば前述の図１６ｂの（４）数字３の数字データ画面に連動して配置され、ユーザーがオー
ディオファイルを生成すると図１６ｂの（６）数字５の数字データ画面に連動して配置さ
れる。
【０１２２】
　また、前述の数字データ画面にユーザーが自身の必要に応じてデータを新規登録するこ
とができ変更または削除することもできる。前述の各数字を０．２秒以上押して前述の数
字データ画面（２８０）が表出されると、前述の数字データ画面で新しくデータを登録し
ようとする位置を選択する。新規登録するところを０．２秒以上押したり繰り返し打つ操
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作をすれば新しくデータを登録することのできる状態になる。それから登録しようとする
データを前述の保存部（４０）から呼び出して登録したりまたは直接入力して登録するこ
とができる。またユーザーは使いたいデータを削除することができる。
【０１２３】
　また、図１６ｃは本発明の一実施例に基づく横モードで数字９を０．２秒以上長く押し
たとき数字データ画面が表出される例を示す図面である。
【０１２４】
　図１６ｄの（１）と（２）は各数字データ画面にユーザーが新しくデータを登録する位
置を選択して「直接入力」を選択すると前述の文字キーが並べられ入力しようとするデー
タを作成して登録する例を示す図である。
【０１２５】
　また、ユーザーは一連の数字にどのようなデータが配置されているかを各数字データ画
面にある画面案内部（２８３）を通じて知ることができる。前述の画面案内部は各数字と
その数字データ画面の最初のデータがペアで現れる。各数字とその数字データ画面の最初
のデータのペアは数字が配列された順番に所定時間の間隔に変換される。ここで所定時間
の間隔は好ましくは１秒になり得る。
【０１２６】

　ユーザーは前述の画面案内部を見て各数字にどのようなものが配置されているかを知る
ことができる。前述の画面案内部を押すとその数字に相応する数字データ画面にすぐ変換
される。例えばユーザーが現在数字０の数字データ画面で記号を入力しているときユーザ
ーが写真を入力したい場合前述の画面案内部に（３、写真１）が現れるときそれを押せば
数字３の数字データ画面にすぐ変換され写真が並べられユーザーが写真をすぐに入力でき
る。
【０１２７】
　図１６ｅのように前述の数字データ画面の任意の地点を押した後上下左右を含む任意の
方向にスワイプすれば他の数字データ画面に変換されることができる。
【０１２８】
　本発明は多様な括弧記号を効率よく入力する方法を提供する。括弧記号には括弧記号「
（）」を始め、

など多くの括弧記号があり、始め括弧記号と終わり括弧記号で構成される。
【０１２９】
　本発明においては前述の文字入力部に統合括弧キー（２９０）があり、前述の統合括弧
キーをタッチしたり０．２秒以上押すと図１７ａのように多様な括弧が並べられた括弧記
号画面（２９１）が表出される。
【０１３０】
　前述の括弧記号画面でユーザーが括弧記号を入力すると前述の括弧記号画面はすぐ閉じ
ることもあり、または括弧記号を入力した後も前述の括弧記号画面はそのまま開いており
、追加の括弧記号を使いたいだけ連続して入力できる。その後、前述の括弧記号画面以外
の地点を押せば前述の括弧記号画面を閉じることができる。
【０１３１】
　前述の括弧記号画面（２９１）は図１７ｂのように任意の地点を押して上下左右を含む
任意の方向にスワイプすれば他の記号画面に変換され多様な記号、特殊文字、単位記号、
貨幣記号、絵文字、顔文字、スタンプ等を簡単に入力できる。
【０１３２】
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　本発明の一実施例に基づき前述の統合括弧キーを利用して括弧記号「（）」を入力する
２つの方法について説明する。
【０１３３】
　方法その１は、前述の統合括弧キーを１回押すと始め括弧記号である「（」が入力され
、前述の統合括弧キーを再び１回押すと前述の終わり括弧記号である「）」が入力されて
括弧記号が完成する。括弧記号を連続して入力しようとする場合には、前述の統合括弧キ
ーを１回押して始め括弧記号である「（」を入力した後、前述の統合括弧キーを繰り返し
打つ操作をすれば前述の始め括弧記号「（」が連続して入力になり前述の終わり括弧記号
「）」を入力するためには前述の統合括弧キーを１回ずつ押すと前述の終わり括弧記号「
）」が入力されて括弧記号が完成する。
【０１３４】
　図１７ｃは本発明の一実施例に基づく文字入力方法において統合括弧キーを押して括弧
記号を入力する方法を示す図面である。このとき、前述の括弧記号画面を表出させるため
には前述の統合括弧キーを０．２秒以上押せばよい。
【０１３５】
　方法その２は、前述の統合括弧キーをタッチして前述の括弧記号画面がすぐに表出され
、前述の括弧記号画面で括弧記号「（）」を入力する方法である。前述の括弧記号画面で
括弧記号ペア「（）」を１回押すと始め括弧記号である「（」が入力され、前述の統合括
弧キーを再び１回押すと前述の終わり括弧記号である「）」が入力されて括弧記号が完成
する。括弧記号を連続して入力しようとする場合には、前述の括弧記号画面で括弧記号ペ
ア「（）」を１回押して始め括弧記号である「（」を入力した後、前述の括弧記号ペア「
（）」を繰り返し打つ操作をすれば前述の始め括弧記号「（」が連続して入力になり前述
の終わり括弧記号「）」を入力するためには前述の統合括弧キーを１回ずつ押すと前述の
終わり括弧記号「）」が入力されて括弧記号が完成する。
【０１３６】
　図１７ｄは本発明の一実施例に基づき括弧記号画面で括弧記号「（）」を入力する方法
を示す図面である。
【０１３７】
　図１８（ａ）と図１８（ｂ）は本発明の一実施例に基づき前述の統合括弧キーで多様な
括弧記号を入力する方法を示す図面である。
【０１３８】
　前述の統合括弧キーをタッチしたり０．２秒以上押すと括弧記号画面が表出され、この
中からユーザーが入力しようとする特定の括弧記号ペアを押せばこの特定の括弧記号の始
め括弧記号が入力される。ユーザーが括弧記号の中に入力しようとする内容を入力した後
終わり括弧記号を完成するためには前述の統合括弧キーを押せばよい。図１８（ａ）は括
弧記号ペア「《》」を入力する方法を示すものである。
【０１３９】
　また本発明の一実施例に基づきユーザーが括弧記号の中に括弧記号をまた入力する場合
、前述の多数の括弧記号が並べられた括弧記号画面で、このうち最初に入力しようとする
括弧記号ペアを１回押すとこの括弧記号ペアの始め括弧記号が入力され、２番目に入力し
ようとする括弧記号ペアを１回押すと２番目の括弧記号ペアの始め括弧記号が入力され、
同じ方法でユーザーが任意の括弧記号ペアを１回押してその始め括弧記号を入力できる。
もし同じ括弧記号を連続して入力する場合には括弧記号ペアを繰り返し打つ操作する。前
述の入力された始め括弧記号に対応する終わり括弧記号を入力しようとする場合とき、前
述の統合括弧キーを１回ずつ押せば後で入力した括弧記号ペアから逆順に終わり括弧記号
が入力されて括弧記号が完成されることができる。図１８（ｂ）にその例が示されている
。
【０１４０】
　また図１９（ａ）と図１９（ｂ）は本発明の一実施例に基づき前述の統合括弧キーで多
様な括弧記号を連続して入力する方法を示す図面である。
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【０１４１】
　このようにすれば数多くの括弧記号を入力するにあたり、括弧記号ごとに一々始め括弧
記号と終わり括弧記号を探す手間を減らすことができる。
【０１４２】
　本発明は文字入力部（１０）に補助入力部（１３）をさらに含むが、前述の言語入力部
（１１）または前述のその他入力部（１２）で文字を入力すると、保存部からその文字と
関連性のある絵文字、顔文字、スタンプやアイコン、記号のようなデータを検索して抽出
して前述の補助入力部に並べユーザーが選択して入力できる。前述の補助入力部は任意の
地点を押して上下左右を含む任意の方向にスワイプすればより多くのデータが並べられる
ことが可能である。
【０１４３】
　図２０を参照し一実施例を説明すれば、ユーザーが文字入力部に「Ｈａｐｐｙ ｂｉｒ
ｔｈｄａｙ ｔｏ ｙｏｕ」と入力する場合前述の保存部（４０）でこの文字と関連性のあ
るアイコンや絵文字、顔文字、スタンプ、記号のような関連するデータを検索して抽出し
て補助入力部（１３）に表出させてユーザーはその中から使いたいものを選択して入力で
きる。
【０１４４】
　前述の文字入力部で数字を入力すると前述の補助入力部に『＋、－、×、÷、±、＝』
のような演算記号が表示されることができる。図２１は本発明の一実施例に基づき前述の
補助入力部に演算記号が表示されていることを示す図面である。このようにすれば数字と
関連する記号を入力しなければならないとき、別途記号を探すために前述の文字入力部を
変更することなくすぐに入力できる。
【０１４５】
　図２２は従来の中国語バージョン３×４キーボードと本発明の一実施例に基づく中国語
バージョン１（中国語＋英語）、中国語バージョン２、中国語バージョン３文字入力部を
示す図面である。
【０１４６】
　中国語を入力するとき

【０１４７】
　図２２の（ａ）従来のピンインを利用した中国語バージョン３×４キーボードでは第１
行に（’）、（ａｂｃ）、（ｄｅｆ）、第２行に（ｇｈｉ）、（ｊｋｌ）、（ｍｎｏ）、
第３行に（ｐｑｒｓ）、（ｔｕｖ）、（ｗｘｙｚ）のように１つのキーに３～４個の中国
語ピンインをまとめて配置した。ユーザーが入力しようとする単語を構成するピンインが
含まれたキーを順番に押すと各キーに含まれたピンインを順番に組み合わせて１つ以上の
ピンイン単語を表示し、それに当てはまる漢字を１つ以上表示し、ユーザーはその中から
入力しようとする漢字を選択して入力する方法である。
【０１４８】
　本発明においては中国語の漢語ピンインを入力するとき使用するローマ字が英語アルフ
ァベットと同じである点に着目し前述の言語入力部を変換せずに中国語と英語を１つの入
力部から同時に入力できる方法を提供する。
【０１４９】
　本発明の一実施例に基づき図２２の（ｂ）に示す中国語バージョン１（中国語＋英語）
文字入力部は中国語と英語を同時に入力できる。前述の中国語バージョン１（中国語＋英
語）文字入力部の各文字グループ領域で左上、右上、左下、右下個別文字領域にはローマ
字が配置されており、中央個別文字領域が一緒に配置されている。個別文字領域の配置は
上、下、左、右個別文字領域等多様な形で変形されることが可能である。
【０１５０】
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　各文字グループ領域の中央個別文字領域を押すと当該文字グループ領域に配置されたロ
ーマ字は漢語ピンインとして認知され中国語が入力される。ユーザーが中国語を入力する
ときは入力しようとするピンインが含まれた文字グループ領域の中央個別文字領域を順次
に押す。これによって各文字グループ領域に属したピンインアルファベットの順番にピン
インが組み合わせられその組み合わせられたピンインとそれに基づく１つ以上の漢字が前
述の補助入力部に配列されその中からユーザーが使いたい漢字を選んで入力するものであ
る。このとき前述の中央個別文字領域を順番に押して１つ以上のピンインが組み合わせら
れる場合にはその中からユーザーが正確なピンインを選択することができる。また各文字
グループ領域に属したピンインによって組み合わせられることのできる単語のうち使用頻
度が高くなったり最近使った単語を自動的に推奨して上位に並べるようにすることができ
る。
【０１５１】
　また、前述の左上、右上、左下、右下個別文字領域または上、下、左、右個別文字領域
のローマ字をそれぞれ押したときは英語アルファベットとして認知され前述の表示部には
英語が入力される。
【０１５２】
　このように本発明の一実施例に基づく中国語バージョン１（中国語＋英語）文字入力部
を活用すれば言語入力部を全く変換せずに同じ言語入力部から中国語と英語、２か国語を
同時に入力できる。
【０１５３】
　図２２（ｂ）の中国語バージョン１（中国語＋英語）文字入力部から

以下、他の単語も同じ方法で入力する。図２３ａの（１）が中央個別文字領域を順番に押
して中国語を入力する過程を示すものである。
【０１５４】
　次に図２３ａの（２）のように「Ｍｙ Ｅｎｇｌｉｓｈ ｎａｍｅ ｉｓ Ｔｏｍ．」を入
力するときは当該アルファベットが属した各文字グループ領域で左上、右上、左下、右下
個別文字領域にあるアルファベットをそのまま押して英語を入力する。ここで大文字・小
文字変換キー（２７０）を押してより素早く大文字・小文字を変換することができる。
【０１５５】
　それから

【０１５６】
　図２３ａの（３）に示す例を見ると、ユーザーが数字ボタン０にメールアドレスを登録
しておいたものを素早く探してすぐに入力できることが分かる。
【０１５７】
　本発明においては中国語を漢語ピンインで入力するとき、英語だけでなくローマ字で表
記するあらゆる言語は中国語と同じ言語入力部から同時に入力できる。例えば中国語＋イ
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タリア語、中国語＋ドイツ語、中国語＋フランス語、中国語＋スペイン語、中国語＋イン
ドネシア語等々ローマ字で表記する言語は全て可能である。
【０１５８】
　図２３ｂは本発明の一実施例に基づく中国語バージョン１文字入力部から中国語とロー
マ字を使用する言語を同時に入力できる例を示す図面である。図２３ｂ（１）は中国語と
イタリア語を同時に入力できる例であり、（２）は中国語とドイツ語を同時に入力できる
例を示す図面である。
【０１５９】
　また、本発明においては図２３ｂの（１）のように中国語翻訳キー（３０１）があり、
中国語と英語を含むローマ字言語の翻訳をすぐに行いながら入力に活用することができる
。例えば前述の中国語バージョン１（中国語＋イタリア語）文字入力部から中国語を入力
して前述の中国語翻訳キーを押すとイタリア語に翻訳され表出されて、イタリア語で入力
して前述の中国語翻訳キーを押すと中国語に翻訳され表出される。
【０１６０】
　以下に図２２を参照し中国語バージョン２、中国語バージョン３文字入力部を説明する
。
【０１６１】
　図２２の（ｃ）の中国語バージョン２文字入力部では中国語のピンインを入力するとき
各文字グループ領域で左上、左下、右上、右下個別文字領域または上、下、左、右個別文
字領域にあるピンインを個別に直接それぞれ押して入力する方法である。この方法は正確
なピンインを入力することができそれによって現れる漢字をすぐに選択することができる
。
【０１６２】
　また、図２２の（ｄ）に示す中国語バージョン３文字入力部ではピンインアルファベッ
トを４個または２つずつ１つの文字グループ領域にまとめて配置しながらもそれぞれ個別
文字領域を分けておいたためユーザーがピンインをそれぞれ入力する方法と中央個別文字
領域を押して４個または２つのピンインが組み合わせられ単語を表すようにする方法を同
時に使用することができる。
【０１６３】
　また、本発明は中国語を入力するに当たり繁体字・簡体字変換キー（３００）を用いて
繁体字と簡体字を変換することができる。繁体字で入力された文字の後ろにカーソルがあ
る状態で前述の繁体字・簡体字変換キーを１回押すと前述の文字が簡体字に変換され、簡
体字で入力された文字の後ろにカーソルがある状態で前述の繁体字・簡体字変換キーを１
回押すと前述の文字が繁体字に変換されることができる。または、前述の繁体字・簡体字
変換キーを押すと入力された内容全体が繁体字は簡体字に、簡体字は繁体字に変換される
ことができる。
【０１６４】
　図２４は中国語文字入力部で繁体字・簡体字変換キーを配置した例を示す図面である。

【０１６５】
　また、前述の中国語バージョン文字入力部で前述の繁体字・簡体字変換キーが繁体字に
設定されていれば前述の表示部に繁体字で入力され、前述の繁体字・簡体字変換キーが簡
体字に設定されていれば前述の表示部に簡体字で入力される。
【０１６６】
　本発明においては各国の言語入力部をユーザーの必要によって多様な形で配置して文字
入力の効率を高めることができる。中国語バージョン入力キーボードを例に挙げて具体的
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な一例を説明する。先ず図２５ａは携帯電話やタブレットＰＣ等の電子機器で横モードで
使用するとき中国語入力部を数字入力部、記号入力部及び絵文字、顔文字、スタンプ入力
部のように配列して最大限前述の文字入力部を変換せずに多様な入力ができるように配置
したものである。
【０１６７】
　図２５ａ（１）は中国語バージョン１（中国語＋英語）文字入力部の例である。ユーザ
ーは文字入力部を変換せずに中国語、英語、数字、記号、絵文字、顔文字、スタンプを同
時にすぐに入力できる。図２５ａ（２）は中国語バージョン２文字入力部と英語文字入力
部を向かい合うように配置して中国語と英語をそれぞれ入力する例である。この実施例を
活用すれば中国語ユーザーと英語ユーザーが１つの文字入力装置をで各文字入力部で文字
を入力した後翻訳キー（３１０）を押すとその翻訳された内容が相手の言語の表示部に当
該言語に翻訳され表示される。このようにすれば中国語ユーザーと英語ユーザーが相手の
言語が分からなくてもそれぞれ自分の言語で入力して相手にその翻訳された内容を伝える
ことができる。
【０１６８】
　図２５ｂの（１）は中国語バージョン１（中国語＋英語）文字入力部に手書き入力部（
３２０）を同時に配置した図面である。本発明においてはユーザーが画面を変換せずに文
字キーを押したりタッチする操作と同時にペンや手で直接描いたり書いて入力する方法を
並行することができる。前述の手書き入力部には電子機器用のペンや手だけでなく筆記具
はどんなものでも使用でき、微弱な圧力によっても入力されるようにすることが好ましい
。ユーザーはこの手書き入力部を活用して絵、図面、図形等を直接描いたり物理公式、化
学公式、数学公式等を直接入力する等円滑な意思疎通をするとき効率である。
【０１６９】
　図２５ｂの（２）は中国語バージョン２文字入力部と英語文字入力部を向かい合うよう
に配置し手書き入力部を同時に配置したものである。
【０１７０】
　図２５ｃは言語入力部２つを同時に配置して２か国語を同時に入力する例を示すもので
ある。図２６ｃ（１）は左側言語入力部に中国語バージョン１（中国語＋英語）文字入力
部を配置し、右側言語入力部に韓国語入力部を配置し、真ん中には数字入力部を配置した
例である。この例では中国語と英語そして韓国語、３か国語と数字を入力するとき文字入
力部を変換せずに同時に入力できる。このとき英語の代わりにローマ字系列の言語を配置
すれば中国語とローマ字系列の言語及び韓国語３か国語を文字入力部を変換せずに同時に
入力できる。
【０１７１】
　図２５ｃの（２）は左側言語入力部に中国語バージョン２文字入力部を配置し右側言語
入力部には英語バージョン文字入力部を配置し中央には数字入力部を配置した例である。
この例では文字入力部を変換せずに中国語と英語、そして数字を同時に入力できる。この
とき各言語入力部ごとに表示部が分離されており各言語入力部で入力した内容が各言語に
属した表示部に入力される。それから翻訳キー（３１０）を押すと翻訳された内容が反対
側の言語の表示部に表示される。このとき翻訳された内容をスピーカーキー（３１１）を
押してその音を聞くことができる。
【０１７２】
　前述の図２５ｃの各言語入力部には多様な言語を配置することができる。例えば中国語
＋ドイツ語、ロシア語＋フランス語、英語＋韓国語等多様な組み合わせを作り、それを配
置することで２か国語または３か国語を同時に入力できる。中央のその他入力部も多様な
形で配置することができる。
【０１７３】
　また、図２５ｃの（３）のように中央の数字入力部で数字キーを０．２秒以上押すと数
字データ画面が表出されユーザー中心の多様なデータを素早く効率よく入力できる。
【０１７４】
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　また、図２５ｄは各国の文字入力部を上下に同時に配置した例を示す図面である。図２
５ｄの（１）は上側に英語入力部を配置し下側に中国語バージョン２文字入力部を配置し
て中国語と英語を同時に入力できる例である。図２５ｄの（２）は前述の中国語バージョ
ン１（中国語＋英語）文字入力部を下側に、韓国語入力部を上側に配置して中国語、英語
、韓国語３か国語を同時に入力できる例である。
【０１７５】
　また、図２５ｅ乃至図２５ｇはタブレットＰＣ等携帯電話より多少大きい電子機器で４
か国語を同時に入力できる例を示す図面である。図２５ｅは韓国語バージョン、中国語バ
ージョン２、ロシア語バージョン、日本語バージョン文字入力部を同時に配置して韓国語
、中国語、ロシア語、日本語を同時に入力できる例を示すものである。このとき中国語バ
ージョン１（中国語＋英語）文字入力部を配置すれば５か国語を同時に入力できる。
【０１７６】
　図２５ｆは、中国語、英語、ロシア語、日本語を入力する各言語入力部とそれに対応す
るそれぞれの表示部が配置されたものである。ユーザーは上記の４個の言語入力部のうち
任意の同じ言語入力部から文字を入力して翻訳ボタン（３１０）を押してその翻訳された
内容が残りの３つの言語の表示部に現れるようにすることができる。
【０１７７】
　図２５ｇは１つの電子機器で中国語、韓国語、ロシア語、日本語をそれぞれ分離して同
時に入力できる例を示すものである。前述の図２５ｇの例を活用すれば韓国語、中国語、
ロシア語、日本語をそれぞれ使用する人々がそれぞれ自分の言語で入力して前述の翻訳キ
ーを押して残りの３か国語の言語でそれぞれ翻訳して各言語に対応する表示部に現れるよ
うにすることができる。このようにすれば他の国の言語が分からなくてもこの文字入力装
置を活用して互いに意思疎通が可能である。
【０１７８】
　図２６は４か国語を同時に入力できるまた他の実施例を示すものである。１つの電子機
器に４カ国の言語入力部と表示部を配置して、各言語入力部ごとにその他入力部と手書き
入力部（３２０）を別途配置する。
【０１７９】
　図２６ａを参照し説明すれば、１番に中国語文字入力部、２番に韓国語文字入力部、３
番にロシア語文字入力部、４番に日本語文字入力部を配置し各言語入力部ごとに数字入力
部、絵文字、顔文字、スタンプ入力部、手書き入力部（３２０）をそれぞれ配置した。こ
れを活用すれば４カ国それぞれの言語で入力して翻訳キー（３１０）を押してその翻訳さ
れた内容が他の言語の表示部に現れるようにすることができる。前述の手書き入力部は図
２６ａのように各言語入力部の右に配置することもでき左に配置することもできる。特に
左利きには左に配置して使用した方がより便利である。
【０１８０】
　図２６ｂは本発明に基づく一実施例として中国語入力部に属した手書き入力部から数学
公式を筆記で入力してそれぞれの表示部に入力された内容を示す。
【０１８１】
　図２６ｃは携帯電話から４か国語を入力する方法を示す図面である。携帯電話では空間
の制約によって４か国語の言語入力部、その他入力部、手書き入力部、表示部を図２６ａ
のように配置することができない。言語別画面をアイコンや数字で表示し、周辺にに配置
し、いずれか一つの言語を選択して入力した後、残りの言語に変換させる方法を取る。図
２６ｃの（１）のように４か国語の言語入力部とその他入力部、手書き入力部、表示部が
それぞれ配置されている場合、そのうち先に入力しようとする言語の文字入力部の任意の
部分を選択すると、図２６ｃの（２）のように選択された言語の文字入力部と表示部だけ
配置される。図２６ｃの（１）は１番に相当する中国語を選択した一例である。そうする
と図２６ｃの（２）のように中国語入力部と中国語に属したその他入力部及び手書き入力
部、表示部だけ配置されおり他の言語は言語入力部番号（３２１）で表示される。前述の
言語入力部番号は数字に２、３、４で表示されており２は韓国語文字入力部、３はロシア
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を押すと当該言語の文字入力部に変換される。
【０１８２】

　このとき、前述の言語入力部番号は１、３、４に変換される。またここで前述の言語入
力部番号３を押せばロシア語入力部及びそれに属したその他入力部及び手書き入力部、表
示部に変換されるとともにロシア語に翻訳された内容が現れる。
【０１８３】
　図２６ａに示すように中国語バージョン１（中国語＋英語）文字入力部と、韓国語入力
部、ロシア語入力部、日本語入力部を４個同時に配置すれば中国語バージョン１（中国語
＋英語）文字入力部で中国語と英語を同時に入力することができるためこの場合計５か国
語を同時に入力できる。このとき英語の代わりに英語以外に他のローマ字系列の言語を配
置することができるためこれと同様に５か国語を同時に入力できる。
【０１８４】
　この他にも本発明の多様な実施例を活用して世界各国の文字を入力するために必要な文
字入力部に各国の言語入力部と多様なその他入力部及び手書き入力部を各国の言語に合わ
せて色々な方法で組み合わせて配置してユーザーのニーズに合った多様な変形が可能であ
ることが分かる。
【０１８５】
　本発明の実施例はタッチ方式またはホログラム方式を含む多様な方式の文字入力装置に
よって実行されることができる。
【０１８６】
　また、本発明の実施例は多様な文字入力装置によって実行される場合、前述の装置によ
って本発明の文字入力方法を実行できるようにする命令を含む１つ以上のプログラムを保
存したコンピューター可読保存媒体に記録され活用されることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１８７】
　本発明は文字グループ領域を形成する個別文字領域を四角形または三角形等に分割して
各国の文字を順次に配置して世界の言語を直観的かつ効率よく入力する多言語の文字入力
装置として利用することができる。
【０１８８】
　また本発明はユーザーが各キーにユーザーが使いたい文字や記号に変更して登録したり
削除することのできるユーザーに合わせてカスタマイズしたキーボードで使用することが
できる。
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